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雨漏りによる火災発生の危機！
新庄事業所 土屋 修平

漏電火災警報器の重要性を実感した事例をご紹介
します。

〔状況〕
12月下旬、雪が積もり始めた頃にお客さまから「漏
電火災警報器からブザーのような音が瞬間的に鳴る
ことが複数回あった。不安なので現場を調査してほ
しい」との連絡を受け、出動しました。お客さまの
話では、「現在は警報器も鳴っておらず、普段と同
じように電気を使用できている」とのことで、建物
も古いことから漏電火災警報器の誤動作と予想し現
場へ向かいました。

〔調査〕
現場に到着し、キュービクルの漏電火災警報器の
確認を行いました。警報器は自動で復帰しており、
漏えい電流も確認しましたが、異常が認められませ
んでした。また、お客さまより警報器のブザー音を
確認していただきましたが、間違いないとのことで
した。
その後、館内の各分電盤の絶縁抵抗測定を実施す
ることにしました。お客さまへ停電になる旨の了解
をいただき、電灯分電盤の主幹ブレーカーを開放し
絶縁抵抗測定を実施したところ、０メグオームで分
岐回路の屋内照明が絶縁不良でした。
原因となった場所の照明を確認したところ、天井
から雨漏りが発生しており、近くの天井コンセント
からテレビの電源を取っている状態でした。コンセ
ントの電源線を抜いたところ、水滴が垂れてきたた
め、雨漏りによる漏電火災の危険があることから、
別のコンセントから電源を取っていただくようお願
いしました。この天井コンセントは、照明と同じ回
路から配線されていました。

〔原因〕
雨漏りにより、天井裏の配線の接続部やコンセン
ト接続部で間欠的な漏電が発生し、漏電火災警報器
が鳴動したものでした。また、電灯分電盤の主幹ブ
レーカーは漏電遮断器ではなかったため、ブレー
カーが動作せず普段と同じように電気を使用できる
状態でした。

〔復旧〕
お客さまの了承をいただき、当該回路のブレー
カーを開放し仮復旧しました。テレビ用の電源につ
いては、延長コード等での対応をお願いし、雨漏り
修理の上、照明回路の絶縁不良について電気工事店
より改修していただくよう依頼しました。

〔お客さまの声〕
「建物及び設備も古くなっており、いつ漏電が発
生してもおかしくないと思っていました。雨漏りは
把握していたが、コンセントの中まで影響が至って
いるとは思っていませんでした。感電事故や火災が
発生する前に原因が分かり安心しました」との感謝
の言葉をいただきました。

〔まとめ〕
今回のことを通じて、漏電火災警報器は重大な事
故を防ぐために大変役立っていることをあらためて
実感しました。警報器が鳴動せず対応が遅れていた
場合、漏電・短絡に至り火災が発生していたかもし
れません。
日々の点検においても、雨漏りなどの変化を見逃
さないように、お客さまとの対話や外観点検を心が
けていきたいと思います。

天井照明の雨漏り跡 器具外し後のコンセント
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